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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 ebXML ビジネス  プロ ト コルを  BEA WebLogic Integration 
アプ リ ケーシ ョ ンに実装する方法について説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 1章 「はじめに」 では、 WebLogic Integration で提供されている  ebXML ビジ
ネス  プロ ト コルのサポートの内容、 および WebLogic Integration アプリ ケー
シ ョ ンにおける  ebXML アーキテクチャを説明します。

� 2章 「ebXML の管理」 では、 ト レーディ ング  パートナによる  ebXML ビジネ
ス  メ ッセージの交換をサポートするための、 WebLogic Integration システム
のコンフ ィグレーシ ョ ン方法を示します。

� 3章 「ebXML を伴う ワークフローの使用法」 では、 ワークフローを使用して 
ebXML ビジネス  プロセスを設計、 管理する方法を説明します。

対象読者

このマニュアルは主に、 次のユーザを対象と しています。

� WebLogic Integration Studio を使用して、 ビジネス  メ ッセージを交換するた
めの ebXML 標準に準拠したワークフローを設計するビジネス  プロセス設計
者

� WebLogic Integration ebXML ソ リ ューシ ョ ンを設定および管理するシステム
管理者

このマニュアルに進む前に、 次のマニュアルを一読されるこ と をお勧めします。

� WebLogic Integration 入門

� WebLogic Integration チュート リ アル

� WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ

� B2B Integration 入門
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� B2B Integration 管理ガイ ド

ebXML ソ リ ューシ ョ ンの設計を行う前に、 次のマニュアルを一読されるこ とを
お勧めします。

� WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの設計

� WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム  ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示してくださ

い。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ トで入手できます。 WebLogic 
IntegrationPDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。
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サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク
は弊社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の製品ドキュ メ ン トのバージ ョ ン番号をお

書き添えください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSupport (websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サポート
までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品
パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
B2B Integration ebXML の実装 vii



表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。
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[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
B2B Integration ebXML の実装 ix
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1 はじめに

WebLogic Integration は、 XOCP、 RosettaNet、 cXML、 および ebXML メ ッセー
ジの交換の管理を可能とするルーテ ィング  アーキテクチャをサポート していま
す。 したがって、 WebLogic Integration を使用する ト レーディ ング  パートナは、
これらのビジネス  プロ ト コルのいずれを使ってもビジネス  メ ッセージを交換す
るこ とができます。

WebLogic Integration では、 ebXML Message Service Specification v1.0 をサポート
しています。 これは、 HTTP などの通信プロ ト コルで ebXML メ ッセージを転送
する場合に使用される、 メ ッセージ  エンベロープおよびヘッダー ドキュ メ ン ト  
スキーマを定義するものです。 さ らに、WebLogic Integration では、 ebXML ビジ
ネス  メ ッセージをモデル化するワークフローの作成および実行もサポート して
います。

以下の節では、 ebXML ビジネス  プロ ト コルおよび WebLogic Integration におけ
るその実装の概要を説明します。

� ebXML とは

� WebLogic Integration アーキテクチャ と  ebXML

ebXML とは

ebXML ビジネス  プロ ト コルは、 UN/CEFACT および OASIS によって提唱され
たプロ ト コルです。 ebXML Web サイ ト （http://www.ebxml.org） によれば、
ebXML は 「あらゆる規模、 あらゆる地域の企業がインターネッ ト を通じてビジ

ネスを展開する こ と を可能にするモジュール形式の一連の仕様であ り、 ebXML 
を使用する こ とによ り、 企業はビジネス  メ ッセージの交換、 商関係の管理、 共
通条件下でのデータ通信、 およびビジネス  プロセスの定義、 登録を行な う標準
的な方法を獲得するこ とにな り ます」 とい う こ とです。
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1 はじめに
WebLogic Integration でサポート される  ebXML メ ッセージ サービス仕様は、 基
本となる  SOAP (Simple Object Access Protocol) および添付ファ イル付き  SOAP 
メ ッセージ仕様を拡張し、 階層化した拡張機能のセッ ト です。 ebXML メ ッセー
ジ サービスは、 SOAP および添付ファ イル付き  SOAP メ ッセージの仕様では提
供されていないセキュ リ テ ィおよび信頼性に関する機能を備えています。

ebXML Message Service Specification v1.0 では、

� 電子ビジネス メ ッセージの交換に、 通信プロ ト コルを選ばない方法を定義す
る こ とに重点を置いています。

� 信頼性、 安全性の高いビジネス情報の配信をサポートする、 特別なエンベ

ロープ構成要素を定義します。

� ebXML 準拠のメ ッセージに任意のフォーマッ ト によるペイ ロードを入れる
こ とができる柔軟性の高いエンベロープ方式を定義します。 この機能によ

り、 UN/EDIFACT、 ASC X12、 および HL7 などの従来の構文を採用した電
子ビジネス  システムで ebXML インフラス ト ラ クチャおよび最新技術を備え
たユーザを活用できるよ うにな り ます。

ebXML Message Service Specification v1.0 を含む ebXML ビジネス  プロ ト コルに
ついては、 ebXML の Web サイ ト （http://www.ebxml.org） をご覧ください。

次のドキュ メ ン ト を含む SOAP に関する情報は、 W3C (World Wide Web 
Consortium) の Web サイ ト （http://www.w3c.org） にあ り ます。

� Simple Object Access Protocol (SOAP) 1.1 

� 添付ファ イル付き  SOAP メ ッセージ
1-2 B2B Integration ebXML の実装



WebLogic Integration アーキテクチャ と  ebXML
WebLogic Integration アーキテクチャと  
ebXML

WebLogic Integration による  ebXML のサポートは、 次のコンポーネン トで構成
されています。

� ebXML プロ ト コル レイヤ

ビジネス  プロ ト コル定義によ り、 WebLogic Integration での ebXML プロ ト
コルがサポート されます。

� ebXML プラグイン

ebXML プラグインは、 ebXML メ ッセージングが可能なワークフローのモデ
ル化および実行をサポートする こ とによ り、 WebLogic Integration Studio お
よび処理エンジンの機能を拡張します。

� WebLogic Integration の Business Connect との相互運用性

WebLogic Integration をデプロイする ト レーディ ング  パートナは、 ebXML 
を使用すれば WebLogic Integration の Business Connect をデプロイする ト
レーディ ング パートナと機能を相互運用する こ とができます。 WebLogic 
Integration の Business Connect は、 数時間でデプロイでき、 参入障壁をなく
すこ とによ り、 企業が新規のビジネス  パートナを手軽に加入させる こ とがで
きる軽量ク ラ イアン ト です。

WebLogic Integration の Business Connect に関する情報については、 『Using 
WebLogic Integration － Business Connect』 を参照して ください。

WebLogic Integration では、 ebXML プラグイン、 ワークフロー、 処理エンジン、
および B2B エンジンが連携する こ とによ り、 次の機能を提供します。

� ト レーディング パートナの配信チャネルが、 B2B コンフ ィグレーシ ョ ンの
一部と して ebXML ビジネス  プロ ト コルにバインド される。

� B2B コンフ ィグレーシ ョ ンで定義された会話定義およびコラボレーシ ョ ン 
アグ リーメン ト が、 配信チャネルを適切なワークフローに関連付ける。

� ワークフローのアクシ ョ ンが、 B2B エンジン経由でルーティ ングされる  
ebXML メ ッセージを、 リモー トの ト レーディング  パートナ配信チャネル、
または WebLogic Integration の Business Connect に送信する。
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1 はじめに
� ワークフロー テンプレート  プロパティによ り、 会話中のどのロールがワー
クフローによって実装されるかを示す。 ebXML 会話中のロールには、 事前
定義された名前 （開始者 および 参加者） が設定されています。

� ワークフロー イベン ト が、 他のワークフロー アクシ ョ ンによって送信され
る  ebXML メ ッセージを待機する。

次の図は、 WebLogic Integration の ebXML アーキテクチャ  コンポーネン ト を示
しています。

図 1-1   WebLogic Integration の ebXML アーキテクチャ

次の図では、 ebXML メ ッセージが WebLogic Integration によって処理されるし
くみを示しています （WebLogic Integration の Business Connect のメ ッセージ処
理については、 『Using WebLogic Integration － Business Connect』 の 「Using 
ebXML」 を参照 )。
1-4 B2B Integration ebXML の実装



WebLogic Integration アーキテクチャ と  ebXML
図 1-2   WebLogic Integration における ebXML メ ッセージの処理

以下の節では、 上記の図に示されているコンポーネン ト を説明します。

ebXML プロ ト コル レイヤ

ebXML プロ ト コル レイヤによ り、 転送、 メ ッセージ  パッケージング、 およびセ
キュ リテ ィに関する  ebXML メ ッセージ サービス仕様に従い、 インターネッ ト を
通じてメ ッセージを送受信する こ とが可能にな り ます。

ロジッ ク  プラグインは、 実行時にビジネス  メ ッセージをインターセプ ト して処

理する  Java ク ラスです （ロジッ ク  プラグインの詳細については、 『B2B 
Integration ロジッ ク  プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照）。 ebXML ビジ
ネス  プロ ト コルは、 ebXML デコーダおよび ebXML エンコーダとい う  2 つのロ
ジッ ク  プラグインに関連付けられています。

WebLogic Integration の ト レーディ ング パートナが ebXML メ ッセージを受信す
る と、 転送サーブレッ トはそのメ ッセージを  ebXML デコーダに転送します。
ebXML デコーダは、 プロ ト コル固有のメ ッセージ  ヘッダーを処理し、 メ ッセー
ジを送信した ト レーディ ング  パートナを識別した上でその ebXML メ ッセージを  
BPM イベン ト  キューに転送します。 WebLogic Integration のト レーディ ング  
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1 はじめに
パートナが ebXML メ ッセージを送信する場合は、 ebXML エンコーダが送信側 
B2B 発信イベン ト  キューから メ ッセージを取 り込み、 これを転送サービスに転
送します。

ebXML Message Service Specification v1.0 は、 使用されている通信プロ ト コルに
よって制約される こ とはあ り ません。 WebLogic Integration では、 HTTP(S) 通信
プロ ト コルをサポート しています。

セキュリティ

ト レーディ ング パートナ間の ebXML 会話には、 相互認証の SSL プロ ト コル
（HTTPS） が使用できます。 SSL プロ ト コルを使用すれば、 次の機能によ り、 安
全な接続を行な う こ とができます。

� ネッ ト ワーク接続によ り リ ンク された 2 つのアプリ ケーシ ョ ンのそれぞれが
相手のアイデンテ ィテ ィ を認証できるよ うにする。

� アプリ ケーシ ョ ン間で交換されたデータを暗号化する。

ebXML ビジネス  ト ランザクシ ョ ンのセキュ リテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ンにつ
いては、 2-12 ページの 「セキュ リテ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して くだ
さい。

BPM に対する ebXML プラグイン

WebLogic Integration Studio は、 WebLogic Integration 環境における  Business 
Process Management (BPM) をサポートするキー ツールです。 BPM は、統合スペ
シャ リ ス トが既存のエンタープライズ システム、 クロスエンタープライズ  アプ
リ ケーシ ョ ン、 および意思決定者を統合する複雑な E ビジネス  プロセスを開発、
実行、 および管理する場合に必要な機能を備えています。

また、 BPM の ebXML プラグインは、 3章 「ebXML を伴 う ワークフローの使用
法」 に説明されているよ うに、 ebXML ビジネス プロセスおよび関連する メ ッ
セージ交換を管理するワークフローの設計およびモニタに必要な機能を提供しま

す。
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WebLogic Integration アーキテクチャ と  ebXML
WebLogic Integration リポジト リ

WebLogic Integration リポジ ト リは、WebLogic Integration によって要求される情
報を格納するデータベースです。 WebLogic Integration リ ポジ ト リについては、
『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「 リポジ ト リの操作」 を参照して ください。

WebLogic Integration の Business Connect

ebXML ビジネス プロ ト コルが WebLogic Integration でサポート されているのは、
次の 2 つの場合です。

� WebLogic Integration をデプロイする  2 つの ト レーディング  パートナ間の会
話

� WebLogic Integration をデプロイする ト レーディ ング  パートナと  WebLogic 
Integration の Business Connect をデプロイする別のト レーディ ング  パートナ
との間の会話

次の図では、 ebXML メ ッセージ交換を使用する場合の可能な ト レーディング  
パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンを示しています。
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図 1-3   WebLogic Integration の ebXML ト レーディ ング パートナのコンフ ィグ
レーション

WebLogic Integration の Business Connect は、ebXML ビジネス  プロ ト コルを実装
する軽量ク ライアン トです。 このク ラ イアン トは数時間でデプロイでき、 これに

よって、 BEA のお客様は、 時間、 技術、 およびリ ソース面で最小限の投資で ト

レーディング パートナとの B2B 関係を手早 く開発し、 確立する こ とができま
す。 これによって、 あらゆる規模の ト レーディング  パートナが、 電子商取引の

ネッ ト ワークに参加する こ とができます。

WebLogic Integration の Business Connect のインス トールおよび使用方法に関す
る情報については、 『Using WebLogic Integration － Business Connect』 を参照し
て ください。
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2 ebXML の管理

WebLogic Integration 環境では、 B2B Console を使用して、 ト レーディ ング  パー
トナ間で ebXML ビジネス メ ッセージの交換をサポートするよ うに、 さ らに、

ワークフローを使った  ebXML ビジネス  プロセスを設計、管理するよ う にシステ
ムをコンフ ィ グレーシ ョ ンできます。

この章では、 WebLogic Integration のアーキテクチャが備えている、 ebXML ビジ
ネス  プロ ト コルをサポートする堅牢なフレームワークについて説明します。 ま

た、 ト レーディ ング  パートナ間における  ebXML ビジネス  メ ッセージの交換を
サポートするよ うにシステムをコンフ ィ グレーシ ョ ンする方法を示します。 この

章の内容は以下のとおりです。

� はじめに

� ebXML メ ッセージ機能を使用するための環境コンフ ィグレーシ ョ ン

� 信頼性のある メ ッセージング

� セキュ リ テ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ン

ビジネス  プロセスおよびワークフローに関する情報については、 3章 「ebXML 
を伴 う ワークフローの使用法」 を参照して ください。

はじめに

WebLogic Integration がデプロイ される ト レーディング  パートナは、 WebLogic 
Integration をデプロイする他の ト レーディング  パートナ、 または軽量ク ライアン

ト （WebLogic Integration の Business Connect） がデプロイ されている ト レー
ディ ング  パートナと  ebXML ベースの電子ビジネス  ト ランザクシ ョ ンに携わる
こ とができます。 WebLogic Integration の Business Connect を使用すれば、 小中
規模の ト レーディ ング  パートナが低コス トで手早 く ト レーディング ネッ ト ワー
クに加わ り 、 急成長している電子商取引コ ミ ュニティにすぐにでも参入する こ と
ができます。
B2B Integration ebXML の実装 2-1



2 ebXML の管理
2 つの WebLogic Integration ト レーディング パートナがビジネス  メ ッセージを交
換する場合、 当該 ト レーディ ング パートナはピア ツー ピア モードでコンフ ィグ
レーシ ョ ンされている必要があ り ます。 ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ンで
は、 2 つの ト レーディング  パートナのアプリ ケーシ ョ ンがそれぞれの配信チャネ

ルで通信します。 ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ンについては、 『B2B 
Integration 入門』 の 「B2B Integration の基礎」 の、 「コンフ ィグレーシ ョ ン モデ
ル」 で説明されています。

WebLogic Integration の Business Connect 軽量ク ライアン ト については、 『Using 
WebLogic Integration － Business Connect』 を参照して ください。

ebXML メ ッセージ機能を使用するための環
境コンフ ィグレーション

WebLogic Integration 環境で、 ト レーディング  パートナ間の ebXML メ ッセージ
交換を実装する場合に必要なユーザ定義要素は次のとおりです。

� 会話定義

� ワークフロー テンプレート

� ト レーディ ング パートナおよび配信チャネル

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト

これらの要素は、 すべて WebLogic Integration B2B Console および WebLogic 
Integration Studio でコンフ ィグレーシ ョ ンします。 WebLogic Integration をデプ
ロイする ト レーディング  パートナは、 このコンフ ィグレーシ ョ ン  データを自己
の リポジ ト リに格納します。 すなわち、 各企業は、 他の WebLogic Integration ト
レーディング パートナとの電子ビジネス取引に携わる際に必要な ト レーディン

グ  パートナ、 会話定義、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト、 およびワークフ
ローを自己の WebLogic Integration リポジ ト リに登録します。

注意 : WebLogic Integration の Business Connect がデプロイ されている ト レー
ディ ング パートナは、 自己および自己のト レーディ ング パートナについ

て、 その ト レーディング  パートナ コンフ ィグレーシ ョ ンを格納します。
WebLogic Integration で ebXML ビジネス  ト ランザクシ ョ ンに従事する際
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に必要な会話定義およびコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト などのその他
のデータは、B2B Console を使って WebLogic Integration ト レーディ ング 
パートナがコンフ ィグレーシ ョ ンします。

WebLogic Integration ebXML コンフ ィグレーシ ョ ンのサンプルについては、
『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「コンフ ィグレーシ ョ ン要件」 の、 「ebXML ア
プリ ケーシ ョ ン」 を参照して ください。 このサンプル コンフ ィグレーシ ョ ンに
は、 以下のタスクの実行に使用できる  ebXML オプシ ョ ンが記されています。

� ト レーディング パートナおよび関連する配信チャネルのコンフ ィグレーシ ョ

ン

� 必要なロールを実装するための会話定義のコンフ ィ グレーシ ョ ン

� 必要な ト レーディ ング  パートナの配信チャネルと、 コラボレーシ ョ ン  アグ
リーメ ン ト内の適切なロールとの関連付け

� 使用している  WebLogic Integration システムが、 そのシステムと、 軽量ク ラ
イアン ト （WebLogic Integration の Business Connect） を使用している ト レー
ディ ング  パートナとの間でのメ ッセージ交換をサポートするよ うに正し く コ

ンフ ィグレーシ ョ ンされているかを確認する。

WebLogic Integration B2B Console の使用

B2B Console を使用して、 B2B Integration 機能のサポートに必要な会話定義、 ト

レーディ ング パートナ、 配信チャネル、 およびコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン
ト をコンフ ィ グレーシ ョ ンする方法については、 『B2B Integration Administration 
Console オンライン ヘルプ』 の 「B2B Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参
照して ください。

ト レーディング パートナ間のデータ と ビジネス  プロセスの交換をスムーズにす
るために、 B2B Console のインポート機能とエクスポー ト機能を使用して、

WebLogic Integration リポジ ト リ  データを XML ファ イルにエク スポート した り、

XML ファ イルのデータを  WebLogic Integration リポジ ト リにインポート した り

できます。

注意 : B2B Console のインポートおよびエクスポート機能を使用すれば、

WebLogic Integration をデプロイする ト レーディ ング  パートナと軽量ク

ラ イアン ト をデプロイする別の ト レーディ ング  パートナとのコンフ ィ グ

レーシ ョ ン データの交換をスムーズにするこ と もできます。 B2B 
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Console には、 そのよ う な ト レーディ ング  パートナど う しで共有する

データのインポートおよびエクスポート をスムーズにするオプシ ョ ンが
提供されています。

警告 : [ データベースの初期化 ] オプシ ョ ンを選択する と、 その後 リ ポジ ト リ  
データをインポートする際に、 既存のデータは破棄されます。 [ データ
ベースの初期化 ] オプシ ョ ンの選択は慎重に行ってください。

B2B Console を使用して、 リポジ ト リ  データをインポートおよびエクスポートす

る方法については、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「B2B Integration コンポー
ネン トのインポート とエクスポー ト 」 を参照して ください。

WebLogic Integration の Business Connect との
コンフ ィグレーション データ  ファイルの交換

ト レーディ ング パートナとは、 会話内のビジネス メ ッセージの送受信を認可さ
れているビジネス  エンテ ィテ ィです。 各 WebLogic Integration ト レーディ ング  
パートナは、 自己および自己の ト レーディ ング  パートナの ト レーディ ング  パー
トナ データを  WebLogic Integration リ ポジ ト リに格納します。

B2B 会話に必要なコンフ ィグレーシ ョ ン  データを格納する  XML コンフ ィグ
レーシ ョ ン  ファ イルは、前節で説明したよ うにこの  WebLogic Integration リ ポジ
ト リ との間でインポートおよびエクスポートするこ とができます。 ト レーディン

グ  パートナのプロファ イル XML ファ イルは、 WebLogic Integration の Business 
Connect ト レーディング  パートナとの間でインポートおよびエクスポートできま

す。 この機能では、 WebLogic Integration をデプロイする ト レーディング  パート

ナと、 WebLogic Integration の Business Connect をデプロイする別のト レーディ
ング パートナとの間の ト レーディ ング  パートナ データの交換をサポート してい

ます。

WebLogic Integration の Business Connect アプリ ケーシ ョ ンで作成された ト レー
ディ ング パートナ プロファ イルを  WebLogic Integration リ ポジ ト リにインポー
トする と、 リポジ ト リに ト レーディング  パートナのコンフ ィ グレーシ ョ ン  デー
タが取 り込まれます。 ト レーディ ング  パートナ間の電子ビジネス  ト ランザク
シ ョ ンをサポートするために必要なその他のコンフ ィ グレーシ ョ ン  データ （会

話定義やコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト など） は、 B2B Console で入力する必
要があ り ます。
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警告 : [ データベースの初期化 ] オプシ ョ ンを選択する と、 その後 リポジ ト リ  
データをインポートする際に、 既存のデータは破棄されます。 [ データ
ベースの初期化 ] オプシ ョ ンの選択は慎重に行って ください。

WebLogic Integration で定義された ト レーディ ング  パートナと  WebLogic 
Integration の Business Connect で定義された ト レーディング  パートナとでは、そ

の要素が異なっています。 WebLogic Integration の Business Connect ト レーディ

ング パートナを定義する と きの要素数は、 WebLogic Integration ト レーディ ング 
パートナよ り少なく なっています。

WebLogic Integration の Business Connect で作成された ト レーディング  パートナ 
プロファ イルが WebLogic Integration リ ポジ ト リにインポート される場合、 イン

ポート される ト レーディ ング  パートナの要素は、対応する  WebLogic Integration 
固有の要素にマップされます。

ただし、 WebLogic Integration リポジ ト リの ト レーディング  パートナの定義に必

要な要素のうち、 い くつかについては、 WebLogic Integration の Business 
Connect ト レーディ ング  パートナ プロファ イルに対応する要素がないものがあ
り ます。 インポート されたデータに、 WebLogic Integration 固有の要素にマップ
する値がない場合、 WebLogic Integration ではそれらの要素にデフォル トの値を

割り当てます。

次の表は、 以下の内容を示しています。

� インポート された ト レーディ ング  パートナ要素が WebLogic Integration のト
レーディ ング パートナ要素にどのよ うにマップされるか （最初の 2 列を比
較）

� WebLogic Integration の Business Connect に対応する要素がない WebLogic 
Integration 固有の要素に割 り当てられる値 （2 列めと  3 列めを比較）

表 2-1  ト レーディング パートナ要素のマッピング

WebLogic 
Integration の 
Business Connect の
トレーディング パー
トナ

WebLogic Integration の
トレーディング パートナ

WebLogic Integration リポジト リへ
のインポートに際して Business 
Connect のトレーディング パートナ
要素に割り当てられる値

Identity:Name Name
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Identity:Address
+City+State+Zip
+Country

Address ( フ ィールドは連結さ
れる )

Type Remote

Identity:Phone Phone

Identity:Fax Fax

Identity:Notify Email Email

Identity:ID Party:PartyID

Identity:ID Party:BusinessID

Identity:ID:Type Party:BusinessID:BusinessIDTyp
e

Doc Exchange:Name TP_DocumentExchange

Doc Exchange: Business Protocol 
Binding

ebXML 1.0

Doc Exchange: Business Protocol 
Definition

ebXML

Doc Exchange: Delivery 
Semantics

OnceAndOnlyOnce

Doc Exchange: Retries 3

Doc Exchange: Interval 60000

Doc Exchange: Time To Live 0

Transport:Name TP_Transport

表 2-1  トレーディ ング パートナ要素のマッピング （続き）

WebLogic 
Integration の 
Business Connect の
トレーディング パー
トナ

WebLogic Integration の
トレーディング パートナ

WebLogic Integration リポジト リへ
のインポートに際して Business 
Connect のトレーディング パートナ
要素に割り当てられる値
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WebLogic Integration の ト レーディ ング パートナ データについては、 『B2B 
Integration Administration Console オンライン ヘルプ』 の 「 ト レーディング パー
トナのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

WebLogic Integration の Business Connect の ト レーディング パートナ データにつ
いては、 『Using WebLogic Integration － Business Connect』 の 「Company 
Profiles」 を参照して ください。

Transport Protocol HTTP-1.1

注意 : セキュ リ ティ証明書を交換し、

WebLogic Integration の 
Business Connect の ト レーディ
ング パートナとの対話に SSL 
を使用する場合、 ト レーディン

グ パー トナのデータをインポー
ト後、 B2B Console を使用して
この転送セキュ リティ  プロ ト コ
ルの指定を  HTTPS-1.1 に変更す
る必要がある （詳細について

は、 2-12 ページの 「セキュ リ

ティのコンフ ィグレーシ ョ ン」 
を参照）。

Outbound Protocol:URL URI Endpoint

Delivery Channel: Name TP_DeliveryChannel

Delivery Channel: Document 
Exchange Name

TP_DocumentExchange

Delivery Channel: Transport 
Name

TP_Transport

表 2-1  ト レーディング パートナ要素のマッピング （続き）

WebLogic 
Integration の 
Business Connect の
トレーディング パー
トナ

WebLogic Integration の
トレーディング パートナ

WebLogic Integration リポジト リへ
のインポートに際して Business 
Connect のトレーディング パートナ
要素に割り当てられる値
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Bulk Loader の使用

WebLogic Integration リ ポジ ト リ  データのエクスポートおよびインポートには、

B2B Console の使用をお勧めしますが、 WebLogic Integration ではこのよ う なコ
ンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルのインポート 、 エクスポー トに Bulk Loader とい う
コマンド  ライン ツールも使用する こ とができます。

詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「Bulk Loader の操作」 を参照
して ください。

WebLogic Integration の Business Connect との
メ ッセージ交換

ebXML メ ッセージが WebLogic Integration 環境でどのよ うに処理されるかにつ
いては、 1-3 ページの 「WebLogic Integration アーキテクチャ と  ebXML」 に記載
されています。

WebLogic Integration の Business Connect では、ebXML エンジンとバッ クエンド  
システムとの間のインタフェースに MCD （Message Control Document） を使用
した ebXML ビジネス  プロセスをサポート しています。 MCD は、 ゼロ個以上の
ペイ ロード、 および WebLogic Integration の Business Connect で発信 /着信 
ebXML ドキュ メ ン ト の処理に必要な情報を格納する  XML ドキュ メ ン ト です。
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ebXML メ ッセージング要素のマッピング

次の表では、 ebXML メ ッセージング要素がどのよ うに  WebLogic Integration 要
素にマップされるか、 およびそれらの WebLogic Integration 要素が次にどのよ う
に WebLogic Integration の Business Connect 要素にマップされるかを示していま
す。

 

この表を参照すれば、 WebLogic Integration と  WebLogic Integration の Business 
Connect のト レーディ ング  パートナの間でどのよ うにビジネス  メ ッセージが処
理され、 ebXML 交換で ト ラ ッキングされるかがわかり ます （サンプル シナリオ

については、 次節の 「会話における相関 ebXML メ ッセージ」 を参照）。

WebLogic Integration の Business Connect MCD については、 『Using WebLogic 
Integration － Business Connect』 の 「Using ebXML」 を参照して ください。

表 2-2  ebXML メ ッセージング要素のマッピング

ebXML 要素 WebLogic 
Integration 要素

WebLogic 
Integration の 

Business Connect 
の MCD 要素

WebLogic Integration におけ
るデフォルト設定

PartyId 送信側ビジネス  ID

受信側ビジネス  ID

mcd:SenderId

mcd:ReceiverId

Service 会話定義名 mcd:Service

ConversationId 会話インスタンス  ID mcd:CorrelationId

CPAId http://www.bea.com/wli/cpa

Action mcd:Action SendMessage/
Acknowledgment

MessageId メ ッセージ ID (一意 ) mcd:MessageId

RefToMessageId メ ッセージ ID (元の
メ ッセージの参照 )

mcd:ReftoMessageId
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2 ebXML の管理
会話における相関 ebXML メ ッセージ

Conversation Instance ID (および mcd:CorrelationId) は、 ebXML 交換に
おけるパートナ間の同じ会話に属する ドキュ メ ン ト を関連付けます。 すなわち、
特定の会話においては、 すべての ebXML メ ッセージが、 その会話の最初のメ ッ
セージの ConversationId 要素を参照しなければな り ません。 たとえば、
WebLogic Integration の Business Connect の ト レーディング パートナが、

WebLogic Integration の ト レーディ ング パートナから  ebXML メ ッセージを受信
した場合、 Business Connect のト レーディ ング  パートナは同じ会話に応答する場

合、 この受信したメ ッセージの Correlation ID を使用する必要があ り ます。

Business Connect の ト レーディング パートナが MCD を使用して、 着信 ebXML 
メ ッセージを処理する場合、 正常に処理されたドキュ メ ン トは着信 XML ドキュ
メ ン ト用のディ レク ト リに置かれます。 WebLogic Integration の Business 
Connect XML アプ リ ケーシ ョ ンでは、着信 XML メ ッセージから  相関 ID を抽出
し、 その ID をこの会話における返信メ ッセージで使用しなければな り ません。

着信 XML ドキュ メ ン トが格納されるデフォル ト  ディ レ ク ト リは、次のとおりで
す。

WLI-BC\data\company_profile_ID\xmlin

上記のパス名で、

� WLI-BC は、 WebLogic Integration の Business Connect をインス トールした
ディ レク ト リ を表します。

� company_profile_ID は、 メ ッセージ元の WebLogic Integration ト レーディ
ング パートナの Business Connect インス トールで指定されたディ レ ク ト リ を
表します。

詳細については、 『Using WebLogic Integration － Business Connect』 の
「Company Profiles」 を参照して ください。

信頼性のあるメ ッセージング

WebLogic Integration 環境において、 信頼性のある メ ッセージング  サービスは、
信頼性のある配信を必要とする  ebXML メ ッセージの配信および確認を処理しま
す。 信頼性のある メ ッセージングを制御するパラ メータは、 ト レーディ ング  
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信頼性のある メ ッセージング
パートナのドキュ メ ン ト交換定義の一部と して  WebLogic Integration B2B 
Console で指定されます。 ト レーディ ング  パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンにつ

いては、 『B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ』 の 「 ト レー

ディ ング  パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

メ ッセージが信頼性を付加した形式で送信されかど うかは、配信セマンティ クス  
オプシ ョ ンに指定した値によって決ま り ます。 有効な値は、 以下のとおりです。

� OnceAndOnlyOnce －これがデフォル ト値です。 受信側アプリ ケーシ ョ ンま

たはプロセスは、 メ ッセージを  1 度だけ受信します。 エラーの場合、 メ ッ
セージは再送信され、 二重に送られた場合は無視されます。

OnceAndOnlyOnce 配信セマンティ クスを指定した場合、 B2B Console を使
用してサービス品質に関する他のパラ メータも指定できます。 内容は以下の
とおりです。

� Number of Retries －タイムアウ ト 、 ネッ ト ワーク障害など、 特定の状況
で WebLogic Integration がメ ッセージの送信を再試行する回数。 デフォル
トは 3 です。

� Interval －メ ッセージを再送信するまでに WebLogic Integration が待機す
る時間間隔 （ミ リ秒）。 デフォル トは 60,000 ミ リ秒です。

� Time to Live －メ ッセージの存続時間 （ ミ リ秒）。 メ ッセージが、 この時

間内に受信側によって配信、 処理されない場合、 WebLogic Integration で
はメ ッセージの送信を停止します。 デフォル トは 0 秒です。 値 0 はメ ッ
セージに送信期限がないこ とを意味します。 Time to Live に非ゼロの値を
指定する場合、 サービス品質を示すパラ メータが、 必ず以下の関係に
なっているよ うにして ください。

number_of_retries * interval < time_to_live

� BestEffort －信頼性のある配信セマンティ クスは使用されません。 アプ リ

ケーシ ョ ンが配信できないメ ッセージを受信しても、 回復のための対処はせ
ず、 問題をだれかに通知するこ と もあ り ません。 メ ッセージの送信側は、 障
害が起きても回復処理を行ないません。
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2 ebXML の管理
セキュリテ ィのコンフ ィグレーション

ebXML に対する  SSL セキュ リ テ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ンは、 WebLogic 
Integration B2B Console および WebLogic Server Administration Console を使用し
て行ないます。 以下の節では 2 つのシナリオを挙げ、 それぞれについてセキュ リ

テ ィ をコンフ ィ グレーシ ョ ンする手順の概要を説明します。

� どちらの ト レーディング パートナも  WebLogic Integration 上でデプロイ され
ている場合

� 一方の ト レーディ ング  パートナが WebLogic Integration にデプロイ され、 他
方が WebLogic Integration の Business Connect にデプロイ されている場合

どちらのトレーディング パートナも  WebLogic 
Integration 上でデプロイされている場合

ebXML 会話のどちらの ト レーディ ング パートナも  WebLogic Integration をデプ
ロイ しているシナリオでは、 次のものをコンフ ィグレーシ ョ ンします。

� SSL プロ ト コル

WebLogic Server Administration Console を使用し、 『B2B Integration セキュ
リ テ ィの実装』 の 「セキュ リ テ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 の、 「SSL プロ
ト コルと相互認証のコンフ ィグレーシ ョ ン」 の説明に従って、 SSL プロ ト コ
ルをコンフ ィグレーシ ョ ンします。

� ト レーディ ング パートナのセキュ リ テ ィ

B2B Console で、 次のものをコンフ ィグレーシ ョ ンします。

� ローカル ト レーディ ング パートナ用のク ラ イアン ト証明書、 および証明

書に関連付けられたプライベート  キー

� リモー ト  ト レーディ ング パートナ用のク ラ イアン ト証明書

� リモー ト  ト レーディ ング パートナ用のサーバ証明書

� HTTPS エンドポイン ト で使用するセキュア転送方式
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セキュ リテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン
B2B Console を使用して証明書およびセキュア転送方式をコンフ ィグレー
シ ョ ンする方法については、 『B2B Integration セキュ リ テ ィの実装』 の 「セ

キュ リテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 の、 「 ト レーディング パートナのセ

キュ リテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

一方のトレーディング パートナが WebLogic 
Integration にデプロイされ、 他方が WebLogic 
Integration の Business Connect にデプロイされ
ている場合

この節では、 ebXML 会話の一方の ト レーディング  パートナが WebLogic 
Integration をデプロイ し、 他方のト レーディ ング  パートナが WebLogic 
Integration の Business Connect をデプロイしているシナリオにおける  HTTPS コ
ンフ ィグレーシ ョ ンを説明します。 ク ラ イアン ト認証とサーバ認証の両方が、 両
方の側で有効化されます。

2-3 ページの 「WebLogic Integration B2B Console の使用」 の説明にあるよ うに、
WebLogic Integration ト レーディ ング  パートナ データを B2B Console からエクス
ポート して、 そのデータを ト レーディング  パートナに設定するこ とができます。

ただし、 証明書情報は、 B2B Console からエクスポート される ト レーディング  
パートナ XML ファ イルには含まれません。

したがって、証明書情報はト レーディ ング  パートナ XML ファ イル外で交換する
必要があ り ます。 すなわち、 WebLogic Integration のト レーディ ング  パートナ

は、 WebLogic Integration の Business Connect の ト レーディ ング パートナがイン

ポートできる証明書ファ イルを提供する必要があ り ます。 逆の場合も同様です。

WebLogic Integration ト レーディング パートナに対するセ
キュリティのコンフ ィグレーショ ン

この節では、 以下のものをコンフ ィグレーシ ョ ンする方法について説明します。

� SSL プロ ト コル

� ト レーディング パートナのセキュ リテ ィ
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2 ebXML の管理
SSL プロ ト コル

WebLogic Server Administration Console を使用して、 『B2B Integration セキュ リ
テ ィの実装』 の 「セキュ リ テ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 の、 「SSL プロ ト コル
と相互認証のコンフ ィグレーシ ョ ン」 の説明に従って、 WebLogic Integration ト
レーディング パートナに対する  SSL プロ ト コルをコンフ ィ グレーシ ョ ンします。

次の表は、 WebLogic Server Administration Console で定義する必要があるパラ
メータに関する説明です。

表 2-3  WebLogic Server Administration Console  の SSL コンフ ィグレーション フ ィールド

タブ フ ィールド 説明

[SSL] [ サーバ プライベート  
キーのエイ リアス ]

サーバのプライベート  キーのキース ト ア入力に対するエ リアス
を指定する。

[ サーバ プライベート  
キーの Pass Phrase]

サーバ プライベート  キーのパスフレーズを指定する。 パスフ
レーズは、 キース ト アのすべてのキーで必要 （キース ト アにパ

スフレーズがあ り、 各エン ト リにもそれぞれ独自のパスフレー

ズがある）。

[ サーバ証明書ファ イル
名 ]

WebLogic Server の公開鍵の場所を指定する。 『B2B Integration 
セキュ リ テ ィの実装』 の 「セキュ リ テ ィのコンフ ィグレーシ ョ

ン」 の、 「SSL プロ ト コルと相互認証のコンフ ィグレーシ ョ ン」
の説明にあるよ うに、 このファ イルは信頼性のあるセキュ リ

テ ィ  ベンダから取得する必要がある。

[ ク ラ イアン ト証明書を
強制 ] チェ ッ ク  ボッ ク
ス

このオプシ ョ ンは WebLogic Integration および WebLogic 
Integration の Business Connect の ト レーディング  パートナとの間
の相互認証を有効にする場合に選択する。

[Cert Authenticator] このフ ィールドには、

「com.bea.b2b.security.WLCCertAuthenticator」 と指定

する。 WLCCertAuthenticator ク ラ スは、 WebLogic Server 
CertAuthenticator ク ラスの実装となっている。 これによっ
て、 ト レーディング  パートナのデジタル証明書が、 WebLogic 
Integration リポジ ト リに定義された対応する ト レーディング  
パートナ ユーザにマップされる。

[Key Encrypted] チェ ッ
ク  ボッ クス

このオプシ ョ ンは WebLogic Server のプライベート  キーがパス
ワードで暗号化されている こ と を示す場合に選択する。
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セキュ リテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン
[Use Java] チェ ッ ク  ボッ
クス

このオプシ ョ ンは、 ネイテ ィブ Java ラ イブラ リの使用を有効に
する場合に選択する。 WebLogic Server では、 SSL プロ ト コルの
純粋な Java 実装を提供している。 ネイテ ィブ ラ イブラ リは、
Solaris、 Windows NT、 および IBM AIX プラ ッ ト フォームにお
ける  SSL 処理のパフォーマンスを改善する。

[Handler Enabled] チェ ッ
ク  ボッ ク ス

このオプシ ョ ンはすでに使用されていない。 何も しないで無視

するこ と。

[Export Key Lifespan] WebLogic Server がド メ ステ ィ ッ ク  サーバとエクスポート可能な
ク ラ イアン トの間でエクスポート可能なキーを使用できる回数

を入力する。 この回数に達する と新しいキーが生成される。

WebLogic Server でよ り高いセキュ リ テ ィが必要な場合、 キーを
使用できる回数を少な くする。

[SSL Login Timeout] ログイン  シーケンスに許可する時間 （ミ リ秒） を入力する。 指

定された時間が経過する と、 ログインはタイムアウ ト となる。 0 
を入力する と タ イムアウ トは無効になる。

[Certificate Cache Size] トークンによって補完されずに保持されている証明書数を

チェ ッ クする。

[Hostname Verification 
Ignored]

このオプシ ョ ンは、 WebLogic Server が別のアプ リ ケーシ ョ ン  
サーバのク ラ イアン ト と して機能している場合に、 インス トー

ルされている  weblogic.security.SSL.HostnameVerifier 
ク ラ スの実装を無効にする と きに設定する。

[Hostname Verifier] weblogic.security.SSL.HostnameVerifier ク ラスを実装
するク ラ ス名を確認する。

[SSL 
Ports]

[Enable SSL Listen Port] 
チェ ッ ク  ボッ クス

このオプシ ョ ンは、 サーバの リ スン  ポートでの SSL プロ ト コル
の使用を有効化する場合に選択する。 WebLogic Integration が 
SSL 接続を リ スンするポー ト を選択するには、 Listen Port 属性を
設定する。

[SSL Listen Port] WebLogic Integration が SSL 接続を リ スンする専用ポート を指定
する。

表 2-3  WebLogic Server Administration Console （続き） の SSL コンフ ィグレーション フ ィー

タブ フ ィールド 説明
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2 ebXML の管理
上記の表に示したパラ メータを設定する と、 その指定はド メ インの config.xml 
ファ イルに書き込まれます。 次のコードは、 WebLogic Integration ト レーディ ン
グ  パートナ用に作成された  SSL コンフ ィ グレーシ ョ ンのサンプルを示す 
config.xml ファ イルの抜粋です。

コード  リスト  2-1   config.xml ファイルにおける SSL 設定

<SSL CertAuthenticator="com.bea.b2b.security.WLCCertAuthenticator"
CertificateCacheSize="10" ClientCertificateEnforced="true"
Enabled="true" ListenPort="7002" 
Name="myserver"
ServerCertificateFileName="config/wli-server_cert.pem"
ServerKeyFileName="config/wli-server_key.pem"/> 

WebLogic Integration ド メ インの config.xml ファ イルについては、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration サンプ
ル コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イル」 を参照して ください。

注意 : ド メ インの startWeblogic スク リプ ト の後にエラー メ ッセージが表示
された場合、 次の行をスク リプ トに追加して ください。
-Dweblogic.security.SSL.ignoreHostnameVerification=true

[Enable Domain Wide 
Administration Port]

サーバのセキュア管理ポー トが有効化されているかど うかを確

認する。 こ こで表示される値は、 このサーバの  DomainMBean に
設定されている。

[Domain Wide 
Administration Port]

サーバのセキュア管理ポー ト番号を確認する。 こ こで表示され

る値は、 このサーバの  DomainMBean に設定されている。

[Local Administration 
Port Override]

サーバの新しいセキュア管理ポート番号を入力する。 こ こで入

力された値は、 このサーバの  DomainMBean にある同フ ィールド
のオーバーライ ドに使用される。 このフ ィールドの値に非ゼロ

が設定されている場合、 DomainMBean の対応するフ ィールドが
サーバに使用される。 このポー ト を使用する場合は、 SSL をコ
ンフ ィグレーシ ョ ンし、 有効化する必要がある。

表 2-3  WebLogic Server Administration Console （続き） の SSL コンフ ィグレーション フ ィー

タブ フ ィールド 説明
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セキュ リテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン
Error: Host name doesn't match DN name

ト レーディング パートナのセキュリテ ィ

B2B Console で、 次のものをコンフ ィ グレーシ ョ ンします。

� ローカル ト レーディ ング  パートナ用のク ライアン ト証明書と関連するプラ

イベート  キー

� リモー ト  ト レーディ ング  パートナ用のク ライアン ト証明書

� リモー ト  ト レーディ ング  パートナ用のサーバ証明書

� HTTPS エンドポイン トで使用するセキュア転送方式

注意 : リモー トの ト レーディング  パートナ ク ラ イアン トおよびサーバ証明書を
コンフ ィグレーシ ョ ンする場合、 そのク ライアン トおよびサーバ証明書
が格納されている  WebLogic Integration マシンにおける、 各証明書の場
所と ファ イル名の入力が求められます。WebLogic Integration の Business 
Connect のト レーディ ング  パートナは、 ク ラ イアン ト とサーバ認証の両

方に対して 1 つの証明書 （自己署名証明書） を送付するこ とがあ り ます。

この場合、 ク ライアン ト証明書とサーバ証明書の両方に対して同じ場所
を指定する必要があ り ます。

B2B Console を使用して証明書およびセキュア転送方式をコンフ ィグレーシ ョ ン
する方法については、 『B2B Integration セキュ リ テ ィの実装』 の 「セキュ リ テ ィ

のコンフ ィグレーシ ョ ン」、 「 ト レーディ ング パートナのセキュ リ テ ィのコン

フ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

WebLogic Integration の Business Connect ト レーディング 
パートナに対するセキュリティのコンフ ィグレーション

WebLogic Integration の Business Connect ト レーディング パートナを、HTTPS を
使用して  ebXML メ ッセージを交換するよ うにコンフ ィ グレーシ ョ ンするには、
以下のタスクを実行します。

1. 証明書を作成し、それらを  WebLogic Integration の Business Connect 管理ツー
ルの Export Certificate 機能を使ってエク スポート します （詳細については、

『Using WebLogic Integration － Business Connect』 の 「Keys and Certificates」
の、 「Exporting Your Certificate for Backup or Distribution」 を参照）。
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証明書は、 自己署名または外部認証局 （CA） による署名のいずれかにする こ
とができます。 自己署名の場合、 ク ラ イアン トおよびサーバ認証の両方に対
して 1 つの証明書が生成されます。 証明書を  DER エンコードのバイナリ  
X.509 (.cer) フォーマッ ト でエクスポー ト します （PKCS #7 フォーマッ トは、
WebLogic Integration ではサポート されていない）。

2. WebLogic Integration ト レーディ ング  パートナで提供されている証明書を、

『Using WebLogic Integration － Business Connect』 の 「Keys and 
Certificates」、 「Importing a Partner’s Certificate」 で説明されている手順に
よってインポート します。

注意 : 複数の証明書ファ イルをインポートする場合、 アクテ ィブとマーク さ

れる証明書は 1 つだけです。 アクテ ィブとマークする適切な証明書を
選択して ください。
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用法

この章では、 ワークフローを使用して  ebXML ビジネス  プロセスを設計、 管理す
る方法を説明し、 ト レーディ ング  パートナ間で ebXML ビジネス  メ ッセージを
交換するために必要な手順を示します。 この章の内容は以下のとおりです。

� ebXML ビジネス  メ ッセージ

� ebXML 会話への参加

� ebXML のサンプル アプリ ケーシ ョ ン

� ebXML のサンプル アプリ ケーシ ョ ン

ebXML ビジネス メ ッセージ

ビジネス  メ ッセージは、 ト レーディング  パートナ間の通信の基本単位です。 ビ

ジネス  メ ッセージは、 会話の一部と して交換されます。 会話内のロールは、
ワークフローによって実装され、 ワークフローはビジネス  メ ッセージの交換を
管理します。

ebXML ビジネス  メ ッセージは、 1 つの XML ビジネス  ドキュ メ ン ト とゼロ個以
上の添付ファ イルで構成されます。 ebXML メ ッセージは、 通信プロ ト コルと独
立した MIME/ マルチパート  メ ッセージ エンベロープで、 これは メ ッセージ 
パッケージと呼ばれています。 すべてのメ ッセージ パッケージは、 添付ファ イ
ル付き  SOAP メ ッセージの仕様に準拠した構造になっています。

次の図は、 ebXML プロ ト コルに基づく会話で交換されるビジネス  メ ッセージの
構造を表しています。
B2B Integration ebXML の実装 3-1



3 ebXML を伴うワークフローの使用法
図 3-1   ebXML ビジネス メ ッセージ

上図に示されている メ ッセージ パッケージは、 以下の論理的 MIME 要素で構成
されています。

� ヘッダ コンテナ－ 1 つの SOAP 1.1 準拠メ ッセージが格納されている論理コ
ンテナ。 この SOAP メ ッセージは XML ドキュ メ ン ト で、 そのルート要素は 
SOAP エンベロープです。 このエンベロープには、 次の要素が入っています。

� SOAP ヘッダ－ ebXML 固有のヘッダ要素。 SOAP ヘッダは、 SOAP メ ッ
セージにさまざまな機能を追加する場合の一般的なメカニズムです。

� SOAP 本体－メ ッセージ サービス  ハンド ラの制御データおよびメ ッセー
ジのペイ ロード要素に関連する情報を格納するコンテナ。

� ペイ ロード  コンテナ－アプリ ケーシ ョ ン  レベルのペイロードを含む、 ゼロ
個以上の MIME 要素。 ペイ ロードは、 ファ イル タイプを限定しておらず、
XML データまたはバイナリ  データを含んでいてもかまいません。
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ebXML 会話への参加

会話とは、 会話定義で定義されている ト レーディング  パートナ間の一連のビジ

ネス  メ ッセージ交換のこ とです。 会話を定義する上での基本的な手順は、 その
会話のロールを実行するワークフローの作成です。 ebXML ビジネス  プロ ト コル
を参照する会話定義には、 開始者および参加者とい う  2 つのロールが必ず含まれ
ます。 ebXML 会話に関連付けられた各ワークフロー テンプレー トは、 この 2 つ
のロールのうち 1 つだけを実行します。

ebXML プラグインは、 ebXML 会話にロールを実装するワークフローの設計お
よび実行ができるよ うに WebLogic Integration Studio および処理エンジンの機能
を拡張します。 ワークフローはビジネス  プロセスです。 ebXML ベースのビジネ
ス  プロセスは、 パブリ ッ ク  プロセスまたはプライベート  プロセス と して設計で
きます。

注意 : この節の内容は、読者が WebLogic Integration Studio をよ く知っているも
のと して記述されています。 Studio の使用方法の詳細については、 こ こ
では説明されません。 Studio の起動および使用に関しては、 『WebLogic 
Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 および 『WebLogic Integration BPM 
ユーザーズ ガイ ド 』 を参照して ください。

次の図は、 開始者および参加者とい う  2 つのロール、 および各ロールの高レベル
の仮想ワークフローを含む簡単な ebXML 会話、 「価格と在庫の照会 （QPA）」 を
示しています。 各 ト レーディ ング  パートナは、 会話におけるそれぞれのロール

に対するワークフローを 1 つずつ実装しています。各ロールには、適時に正しい 
ebXML メ ッセージを送受信するために必要なそれぞれのタスク  セッ トが設定さ
れています。
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図 3-2   ebXML 会話のサンプル

上図では、 ある会話における ト レーディング  パートナ間の ebXML メ ッセージ交
換を示しています。

� 左側に示された ト レーディ ング  パートナのワークフローは、 最初のメ ッセー

ジを送るこ とによ り、 ebXML 会話を開始します。

� 右側に示された ト レーディ ング  パートナのワークフローは、 受信したメ ッ

セージに応答する  ebXML メ ッセージを送信するこ とによ り、 会話に参加し
ます。
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以下の節では、 会話の主要コンポーネン ト について説明します。

� ebXML 会話の開始

� ebXML メ ッセージの送信

� ebXML メ ッセージの受信

� ebXML 会話の終了

ebXML 会話の開始

ebXML 会話における各 ト レーディング パートナは、開始者または参加者とい う  
2 つのいずれかのロールに割 り当てられます。 ebXML 会話は、 ワークフローが
新規の会話に ebXML メ ッセージを送信した時点で開始されます （詳細について

は、 3-7 ページの 「新規会話における メ ッセージの送信」 を参照）。

会話に最初のメ ッセージを送信するワークフローは、 次の  4 つのいずれかの方法
によ り開始されます。

� [ 時限 ] －ワークフローは指定日の指定時刻に開始されます。

� [ 手動 ] －ワークフローは WebLogic Integration Worklist から開始されます。
言い換えれば、 Worklist ユーザが開始するこ とにな り ます。

� [呼び出し ] －ワークフローは別のワークフローに呼び出されるこ とによ り開
始されます。

� イベン ト－ワークフローは XML ドキュ メ ン トが JMS キューに到着する と開
始されます （このイベン トは、 ebXML ビジネス  メ ッセージの受信の結果と
して発生するイベン ト であってはならない）。

ebXML メ ッセージの送信

ワークフロー タスクでは、 Send ebXML Message とい う  ebXML アクシ ョ ンを呼
び出すこ とによって、 ebXML メ ッセージを送信できます。 このアクシ ョ ンをタ
スク  ノードに追加する手順は次のとおりです。

1. Studio で、 テンプレー ト定義の リ ス ト から定義の 1 つを右ク リ ッ ク し、 [開く
] を選択します。
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指定されたワークフロー テンプレー トが Studio に表示されます。

2. タスク  ノードを右ク リ ッ ク し、 次にシ ョー ト カッ ト  メニューから  [ プロパ
ティ ] を選択します。

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3. [追加 ] をク リ ッ ク して、 [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。

4. [ebXML アクシ ョ ン｜ ebXML メ ッセージの送信 ] と選択します。

5. [OK] をク リ ッ ク して、 次の図に示す [ebXML メ ッセージの送信 ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを表示します。

図 3-3   [ebXML メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックス
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WebLogic Integration では、 ebXML メ ッセージの送信に 2 つのモードがあ り ま
す。 どちらのモードが使用されるかは、 メ ッセージが送信される状況によって決
ま り ます。 特定の会話における最初のメ ッセージは、 新規会話モードで送信され
ます。 後の （応答） メ ッセージは関連会話モードで送信されます。

たとえば、 図 3-2 に示されているサンプルの ebXML 会話では 2 つのメ ッセージ
が送信されています。 最初のメ ッセージ （PriceAndAvailabilityQuote） は、

開始者ワークフローから参加者ワークフローに送られ、 2 つめのメ ッセージ
（PriceAndAvailabilityResponse） は参加者ワークフローから開始者ワークフ

ローに送られています。

[ebXML メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスに必要なデータの種類は、 選択
した メ ッセージ タイプによって異な り ます。

� 新規会話における メ ッセージの送信

� 関連会話における メ ッセージの送信

新規会話におけるメ ッセージの送信

サンプル会話における最初の ebXML メ ッセージ、
PriceAndAvailabilityQuote の場合、 図 3-3 に示されているよ うに [ebXML 
メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスで [ 新規の会話 ] を選択し、 続いて以下
のデータを指定します。

� [会話名 ] － ebXML ベースの会話を ド ロップダウン リ ス トから選択して メ ッ
セージが送信される会話を指定します。 会話定義は WebLogic Integration リ
ポジ ト リに格納されています （会話定義のコンフ ィ グレーシ ョ ンについて

は、 3-1 ページの 「ebXML ビジネス メ ッセージ」 を参照）。

� [ 送信側ビジネス ID] －メ ッセージの送信側のビジネス ID を指定します。 こ
の ID は、 ebXML メ ッセージを送信する ト レーディング  パートナを識別す

る一意の値です。 この値は、 静的値、 または Expression Builder によって動
的に評価される値のいずれかにな り ます。

注意 : ビジネス  ID は静的値にしないこ とをお勧めします。 変数を使用する
か、 実行時にビジネス  ID を評価する  XPath 式を使用して ください。
このよ うにする こ とによ り、 複数のト レーディ ング  パートナで同じ

ワークフローを使用できます。

� [ 受信側ビジネス ID] －メ ッセージの受信側のビジネス ID を指定します。 こ
の ID は、 ebXML メ ッセージを受信する ト レーディング  パートナを識別す
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る一意の値です。 この値は、 静的値、 または Expression Builder によって動
的に評価される値のいずれかにな り ます （前項の注意を参照）。

� [ エンベロープ変数 ] －構成済みの ebXML メ ッセージ送信後に ebXML メ ッ
セージ  ヘッダ （SOAP エンベロープ） が格納される変数を指定します。 メ ッ
セージのステータスを ト レースする場合に、 メ ッセージ  ID や会話 ID などの
情報をこの変数から取り出すこ とができます。

� [ メ ッセージ ペイ ロード ] －ゼロ個以上のペイ ロードを指定します。 各ペイ
ロードに対しては、 タイプ （XML または ebXML バイナリ ） および関連変

数を指定します。

関連会話におけるメ ッセージの送信

参加者ワークフローから開始者ワークフローに、 PriceAndAvailabilityQuote 
ebXML メ ッセージの応答と して送られる、 PriceAndAvailabilityResponse (
サンプル ebXML メ ッセージ ) の場合、 図 3-3 に示されている  [ebXML メ ッセー
ジの送信 ] ダイアログ  ボッ クスで [ 関連する会話 ] を選択します。

[ebXML メ ッセージの送信 ] ダイアログ  ボッ クスで [ 関連する会話 ] を選択する
と、 [ 会話名 ]、 [ 送信側ビジネス  ID]、 および [受信側ビジネス ID] の各フ ィー
ルドは書き込み不可にな り ます。 これらの属性は、 1 つの会話につき設定できる
のは 1 度だけ、 すなわち、 最初の ebXML メ ッセージが新規会話で送信される時
に限られます （詳細については、 前節の 「新規会話における メ ッセージの送信」

を参照）。 関連会話のメ ッセージを送信する場合は、 システムによってその前の 
ebXML メ ッセージ交換から値が取り込まれるため、 [会話名 ]、 [ 送信側ビジネ
ス  ID]、 および [受信側ビジネス  ID] の値を指定する必要はあ り ません （詳細に

ついては、 「ebXML メ ッセージの受信」 を参照）。

ただし、 [ メ ッセージ ペイロード ] フ ィールドについては、 ゼロ個以上のペイ
ロードに対してペイ ロード  タイプ （XML または ebXML バイナリ ） および関連

変数を指定する必要があ り ます。

ebXML メ ッセージの受信

WebLogic Integration がサポートする  ebXML メ ッセージの受信方法には、 開始
ノードによる ものと、 イベン ト  ノードによる ものの、 2 通りがあ り ます。 どちら
のノードが使用されるかは、 メ ッセージが受信される状況によって決ま り ます。
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� ebXML ベースの会話における ト レーディ ング  パートナのワークフローは、

会話を開始する  ebXML ワークフローから メ ッセージを受信するこ とによ り
起動するよ うに設定できます。 この開始 ebXML メ ッセージは参加者ワーク
フローの開始ノードを起動し、 それが ebXML メ ッセージの開始と して定義
されます。 図 3-2 に示されているサンプル会話の参加者ワークフローは、 こ
のよ うにして起動されるワークフローの一例です。

� どちらの ebXML ワークフロー （開始者ロールまたは参加者ロールのいずれ

かのワークフロー） でも、 要求に対する応答など、 一定の ebXML メ ッセー
ジをイベン ト  ノードで待機できます。 図 3-2 に示されているサンプル会話で
は、 開始者ワークフローの [Wait for Response] ノードがそのよ う なイベン ト  
ノードの一例となっています。

開始ノード

ebXML ベースの会話における ト レーディ ング  パートナのワークフローは、 別の

ト レーディング パートナから  ebXML メ ッセージを受信したと きに開始するよ う
に設定できます。 Studio には、 このよ う なワークフローを設計するため、 開始
ノードに ebXML 固有のオプシ ョ ンがあ り ます。

ワークフローの開始ノード （図 3-2 に示されている参加者ワークフローの 開始
ノードが一例） に ebXML イベン ト を指定する手順は次のとおりです。

1. [ 開始 ] ノードを右ク リ ッ ク し、 次にシ ョート カ ッ ト  メニューから  [ プロパ
ティ ] を選択します。

[ 開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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図 3-4   [開始のプロパティ ] ダイアログ ボックス

2. [ イベン ト ] オプシ ョ ンを選択して、 ド ロ ップダウン リ ス ト から  [EBXML 
メ ッセージ ] を選択します。

3. [ メ ッセージ エンベロープ ] フ ィールドで、 該当する ド ロ ップダウン リ ス ト
から、 次のものを選択します。

� 着信メ ッセージが適用される会話

� メ ッセージ エンベロープを格納する変数

4. [ メ ッセージ ペイ ロード ] フ ィールドで、 ゼロ個以上のメ ッセージの添付
ファ イルに対してタイプ （XML または ebXML バイナリ ）、 および各添付
ファ イルのデータを格納する関連変数を選択します。

注意 : [ メ ッセージ ペイ ロード ] フ ィールドの各行は、 関連 ebXML メ ッ
セージの添付ファ イルを表しています。 1 つの ebXML メ ッセージに
複数の添付ファ イルがある場合、 このフ ィールドの行の順序がメ ッ
セージ中の添付ファ イルの順序とな り ます。 [ メ ッセージ ペイロード
] フ ィールドの行を空のままにする と、 メ ッセージ受信時に ebXML 
メ ッセージに対応する添付ファ イルがあっても無視されます。
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5. [OK] をク リ ッ ク して設定を保存し、 ダイアログ  ボッ ク スを閉じます。

イベント  ノード

ワークフローには、 特定インスタンスのワークフローで ebXML メ ッセージが受
信されたと きに起動するよ うに設計されたイベン ト を組み込むこ とができます。
ebXML メ ッセージの受信を待機するイベン トは、 そのタイプを  [ebXML イベン
ト ] と して定義する必要があ り ます。 このイベン トは、 実行時において適切な 
ebXML メ ッセージが会話で受信されたと きに起動されます。

ebXML メ ッセージの受信を待機するイベン ト を定義する手順は次のとおりで

す。

1. イベン ト  ノードを右ク リ ッ ク し、 次にシ ョー ト カッ ト  メニューから  [ プロパ
ティ ] を選択します。

[ イベン ト のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 3-5   [ イベントのプロパティ ] ダイアログ ボックス
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2. [ タイプ ] ド ロ ップダウン  リ ス トから  [ebXML イベン ト ] を選択します。

3. [ エンベロープ変数 ] フ ィールドのド ロ ップダウン リ ス ト から、 メ ッセージ  
エンベロープを格納する変数を選択します。

4. [ メ ッセージ ペイ ロード ] フ ィールドで、 ゼロ個以上のメ ッセージの添付
ファ イルに対してタイプ （XML または ebXML バイナリ ）、 および各添付
ファ イルのデータを格納する関連変数を選択します。

注意 : [ メ ッセージ ペイ ロード ] フ ィールドの各行は、 関連 ebXML メ ッセージ
の添付ファ イルを表しています。 1 つの ebXML メ ッセージに複数の添付
ファ イルがある場合、 このフ ィールドの行の順序がメ ッセージ中の添付
ファ イルの順序とな り ます。 [ メ ッセージ ペイロード ] フ ィールドの行
を空のままにする と、 メ ッセージ受信時に ebXML メ ッセージに対応す
る添付ファ イルがあっても無視されます。

5. [OK] をク リ ッ ク して設定を保存し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ebXML 会話の終了

ebXML ベースの会話は、 両方の ト レーディ ング  パートナについて ebXML メ ッ
セージの交換が完了した時点で終了します。

この動作は、 XOCP ビジネス  プロ ト コルと対照的です。 WebLogic Integration で
は、 XOCP 会話管理サービスをサポート しており、 その場合、 会話を開始する

ワークフローが同時に会話の終了も行ない、 会話の各ワークフローに会話終了
メ ッセージを送信します （詳細については、 『B2B Integration ワークフローの作
成』 の 「協調的ワークフローの終了」 を参照）。

XOCP 会話の場合、 会話終了プロパティ を定義するには、 会話を開始したワーク
フローの 完了ノードで [ カスタム ] オプシ ョ ンを選択します。 このオプシ ョ ンは 
ebXML ベースの会話には選択しないでください。 逆に、 ebXML 会話のワーク
フローでは、 完了ノードに [ カスタム ] オプシ ョ ンが選択されていないこ とを確
認する必要があ り ます。
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ebXML のサンプル アプリケーシ ョ ン
ebXML のサンプル アプリケーション

ebXML のサンプル アプリ ケーシ ョ ンは、 インス トールした WebLogic 
Integration の \SAMPLES_HOME\integration\samples\ebxml ディ レ ク ト リにあ
り ます （SAMPLES_HOME は WebLogic Platform のサンプルがインス トールされる
ディ レ ク ト リ を表します）。 このサンプルでは、 「価格と在庫の照会 （QPA）」 会
話における開始者ロールと して設計されたワークフローと参加者ロールと して設
計されたワークフローの 2 つのワークフローが紹介されています。 どちらのワー
クフローも  WebLogic Integration をデプロイする  2 つの ト レーディ ング  パートナ

間の ebXML ベースのビジネス  プロセスを管理するよ うに設計されています。実
行方法も含め、 このサンプルに関する説明は、 『B2B Integration サンプルの使い
方』 の 「ebXML サンプル」 を参照して ください。

ebXML サンプルはさ らに追加されており、 次の URL の BEA dev2dev オンラ イ
ン サイ ト に掲載される予定です。

http://dev2dev.bea.com
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